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.
ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
運
動
史
研
究
は
、
た
と
え
ば

.シ
ド
ニ
ー
：
ゥ

H

ッ 

ブ
等
の
古
典
的♦史
料
的
な
研
究
や
、
あ
る
い
は
G 

•
D

• 

H ♦
コ
ー
ル
に
み 

.ら
水
だ
よ
ぅ
な
迸<
|
史̂
が
い

は̂
社
会
思
想
史
的
た
視
角4ら
す
る
通
史 

的
な
研f

と
は
顧
^
非
常
に
実
証
的̂
し
光
漸
於
な
問
題
意®
握

j.7
K
<L
.つ 

■つ
、

と

く

に-̂
働
者
階
級
.の
.歴
史
.に
接
近
^
.よ.ぅ

:̂
す
る
.す
ぐ
れ
た
研
^
.
が
あ 

ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
ゥ

H

ッ
プ
の
研
毙
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
の 

生
成
土
そ
の
発
展
滿
程
が
尨
汰
汝
史
料
泠
澳
積
％
士
ね
克
领
：に
_

ざ
れ
允
如 

る
に
も
か
か
わ
あ
ず
ぅ̂働
紙
食
の
形
成
に
大
き
か
関
保
を
有
す
^
労
慟
者
階 

級
の
生
活
条
件
の
地
域
的
炎
差
異
な

^
1呔
他
ず
し
も
朋
な
か
：に
さ
れ
ず
、

「

七
た 

.コ
丫

ル

办

識

は̂

者̂

階

級

：
の

蓮

動

ど

：ィ

デ

か
！！：：

東

r
A:
の
酿
係
を
知
る̂
 

に
は
：便
利
な
：本
で
灰
る
が
'
.労
猶

組

合

の

繼.に
つ
い
て
の

g

題
、

た
と
え

ば
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
に
つ
い
て
は
か
な
り
く
わ
し
い
分
析
を
：し
て
い
る

. 

け
れ
ど
も
、
そ

P
.

背
後
で
職
儀
組
合
が
ど
の
ょ
ぅ
に
し
て
全
亂
的
に
形
成
さ 

れ
は
じ
，め
た
か
と
い
ぅ
点
な
ど
は
、
ま
っ
た
く
叨
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

ィ
ギ
リ
本
労
！̂
動
鬼
お
‘
び
社
会
^
^
史
に
如
ん
す
る
最
近
の
麗
動
向 

ど
;̂
,て
^
;̂
_
;の
地
方
的
か
基
盤
が
重
要
揭れ̂
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て̂
>

た
. 

^
に
包
漸
的
通
史
的
な
も
め
で
は
な
义
；
一
地
方
も
し
く
は
ひ
と
つ
の
産
^
を 

ノ
中
心
と
す
る
！̂
な

研

毙

が

あ

ら

わ

れ

，
つ
.
つ

あ
る
ど
：と
で
あ
る
。

そ

し

，
て

ポ
ラ 

I
ル
.ド
の
こ
の
労
作
も
、

い
わ
ば
い
ま
ま
で
の
研
究
の
古
い
伝
統
を
打
ち
破
る 

ー
あ
た
ぢ
し
い
研
究
ど
じ
で
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る

。
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省
者
ポ
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ル
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:̂
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:シ
ギ
フ
：丨
：丨W
ド
：g

の
経
済
史
衝
で
あ
り
、
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;

进
呤
書
1:
'
:
.
た
協
同
組
合
運1|
'
に
が
'ん
ず
る
研
究
は̂

|文
;̂
じ
て
注
目
を
ひぃ 

,
:
た
^
:何

<3
;
-
'
り
也
、
：\労
働
者
階
徽
の
運
動
：に
熱
烈
カ
関
心
を
汞
し
、
.
帝
国
主
義 

:段
階
に
お.げ
各
労
働
者
階
級
：の
遲
,
に
、
鋭
利
な
分
析
を
試
み
：て
い
る
点
な
ど 

、̂
，'
■-■ゎ
が
国
吖
い
ゎ
咴
る
社
会
経
済
史
学
派
の
人
：々

^
:経
済
史
.の
研
突
と
い 

ル
ば
産
業
軍
命
期̂

1
A
1
T
3

年
ま
で
で
ぁ
る
と
考
え
、
業

主

義

の

自

由

競 

:

争
的
炎
栽
階
が
ら
帝
国
主
義
段
階
：に

.かi

で
の
労
働
問
題
を
ま
：？
た
く
閑
却
し 

て
：い
る
の
と
は
、
非
常
に
対
照
的
飞
あ
る
。
こ
れ
は

'ひ
と
つ
に'は
、
わ
.が
国
の 

経
済
史
学
者
が
、''
;;:
_
勿
史
料
的
.
.文
書
的
^

に̂
熱
中
し
す
ぎ'た
結
果
、
と
も 

す
れ
ば
、
真
理
の
探
求
に
志
す
者
に
と
っ
て
も
っ

>.
■%
莲
本
的
な
態
度
と
も
い 

•5
'べ
き

現

実

的

だ

謹

：へ
：，の
関
取
の
：欠
乏
、
問
題
意
識
の
欠
如
、
い
い
か
え
る
な 

ら
ば
、_
話
的
满
_
学
か
ら
;$
:-
た
現
象
で
ぁ
っ
：て

「

^
大
塚
史
学
グ
の
如 

S
,
実
忆
そ
の
数
少
な
い
例
外
で
あ
る
と
い
わ
な
付
れ
杖
众
ら
众
い
。
従
マ

て
本
書
は
、
何
ょ
り
も
い
わ
ゆ
る
社
会
経
済
史
学
者
に
よ
っ
て
ご
そ
觀
読
珑
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さ
れ
る
.べ
き
力
作
で
あ
る
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本
書
の
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と
し
て
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；
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と
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；
法
政
大
竽
が
黴
永
重
良
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氏
の
が
あ
る
が
フ
全
体
的
な
評
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と
1;
で
ば
と
4;
:
.が
.ぐ
、
個
々
杈
点
；で̂'
異
な
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る
面
も
あ
る
の
：で
、
‘
.
：.：敢
え
で^
を̂
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で
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目
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戦
承
と
不
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と
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シ

>
7フ
ィ
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ル
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J

-、
重H

業
に
#
け
る
好
況
と
停—

:
'
:

■

■-
. ニ
、V不
況
■

竽
る
軽
工
業
部
門
の.微
業
。

「
众
 

-
h目
次
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
ょ
ぅ
に
r 

.
こ
の
勞
作
は
十
九
世
紀
の
'五
〇
#

か 

'ら
7九
R
.-Q
_
:肉
g
b‘シh

フ
ィ.丨

，

ル
ド
を
中
心
と
す
る
産
業
と
こ
れ
に
従 

第
す
る
労
働
者
階
級
の'歴
史
：で
私̂

*.
.
;
'
本
書
の
題
名
が
へ

「

贫
働
者
階
級
©
.
歴 

史」

で
.は
な
く
、'

T

労
働
の
歴
史

i ,

と
な
っ
；
て.い
る
の
は：
、
i
 

別
組
合
.と

.0
関
係
、
：：労
働
者
階
歇
の
.生
活
条
伴
を
描
写
中
る
：に
と
ど
；ま
ら
ず
、 

各
ら
に
す
す
ん
で
そ.©
.生
活
隱
の
変
化
に
も
考
察
：を
加
え
て
お
り
、
.全
体
と 

:

し
て
、
：
産

肇

命

以

前

、̂業
軍
命
期
以
後
ダ
ィ
ク
トUア
時
代
、
洎
由
競
争 

.■的
な
段
階
か.ち
帝
国
主
義
激
階
、
r第
：

一：；

次

世

^

^

戦

勃

発

の

時

期

か

ら

第

ニ

次 

世
界
大
戦
の
集
と
い
；ぅ
時
代
因
分
が

.ら
み
て
、
著
者
に
は
マ
：
ル
ク
ス
主
義
的 

な
方
法
論
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
0
'
:
ニ

'
:
:
'
:
:
;

ハ

て

：
'

'

. 

V 

:

■'
■•シ
ヘ

H

フ
ィ■ 

iル
ド

は

物

業

の

産

地

と.
L
v
^
名
で
あ
る
が
、
著
者
は
ま 

.

ず
、
M
一
瓿
弩
は
一
八
五
〇
案
の
と
.の
町
の
#
悪
な
生
活
条
件
を
、
.
ひ
ど
い 

衛

生

状

觸
' す
な
わ
ち
ヽ
ぺ
煤
煙
の
書
、
'未
盤

弾

の

墓

地

、

'.
.,
不

完

書

永

道

の

設
 

備
窄
ガ
-X
施
設
、
へ
貧
弱
な
住
宅
と
い
ぅ
面
か
：ら
取
明

.に
追
求
し
；て1'
石

：
f
 

00
1
2
3

)

:0
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、

エ
ン
ゲ

'ルK

の

.

F

イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階‘ 

級

の

菜L!

の
な
か
で
の'ベ
ら
れ
た
マ
ン
チ
ェ
ス.
タ
：丨

'と
此
較
し
た場
合

、

ゾ 

.
ェ
ソ7
.ィ
；
丨
，
ル

卞
は
、
そ

れ

ぼ

ど

悲

修

だ

様

相

汝

呈

.し
な

が

：：
つ
た
ょ

5
セ
.、
ひ

と-0
: 

に
は
、
マ
ン
チ
ヱ
ズ.‘
タ

f
と
異
な
り
、
ア
イ
ル
ラ

X

ド
人
問
題
が
深
刻
で
な
く
、

従
.っ
て
寒
練
赞
働
者0
^:
重
.が
た
：か
：か
っ
た
.こ
と
に
.も
ょ
各
の
で
ぁ5
ぅ
。
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の
：

帮で釤ど

^
戈
ァ
^
人
べ
：ス
ミ
ス
の-1
§
遵

.に
4
ら
れ
た
^

:_..
ン
猶
造
！の£
ゲ

^
マ
.蕾
ュ
.泛
.>
.
.
.

ク
：：

チ
.
.
ュ
.
.
7

褀
し
.て
い
た
。
：著
者
は.、ご
の
輕
工
業
を
つ
ぎ
の
三
つ
に
わ
け
る
。

㈠
刃
物
類
、

:指

靈

ひ

寶

、
ー
€

ず
^

;-
'
'機
械
主
の
道
具
广
鋸
ハ
"ス
ゲ
|
:ド
靴
、
ン
ピ
：
'ン
、
針

、 

農

業

器

錄

繁
M;
貨
を
づ^7

^
裏

、
：㈡
銀
、
：：
鍈_

本
よ
び
：そ
れ
と
結
び 

つ
い
た
_
罾
、
闫
ハ
ン
ド
ル
や
飾
り
棚
な
ど
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
補
助
的
な 

仕
事
に
従
寒
し
て
い
た
人
々
わ
ど
で
あ
る
。
著
者
は
、
蒸
気
機
関
の
開
始
期
に 

お
け
を
'グH

フ
イ
ー
ル
ド
を
、
軽
エ
業
が
芘
倒
的
众
比
重
を

%:
'
つ
工
業
都
市
と
、 

し
て
描
き
な
が"ら
、
そ
の
後
の
変
容
を
き
わ
め
て
豊
富
な
資
料
を
も
っ
て
ほ
ま

. 

し
て
：い
る
：め
で
^:
:を

扒
->
'
:本
書
を
読
々
芡
も
.づ
と
も
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
こ 

と
は
、
0
い
わ
吹
る
産
業
革
命
が
、
.
こ
の
シ
ヱ
フ
イ
|
ル
ド
に
及
ぽ
し
た
影
響 

で
あ
り
、

つ
ぎ
に㈡
そ
う
し
た
場
合
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
そ
め
労
働
力
の
価 

値
が
^

:
的
に
拉
し
賞
げ
ら
れ
て
ゆ
が
ざ
吝
含
ぇ
な
か
ゃ
た

^

^

者
と
、： 

シH

フ
イ
ー
ル
ド
の
軽
工
業
か
ら
1S
工
業
へ
の
発
屁
に
と
も
な
っ
て
発
生
す
る 

.近
代
的
な*

K

 

ロ
1/
タ
リ
べ
ァ4
.
.
^
と
6
矛
盾
、
，
す
な
わ
ち
、

力
を
基
幹 

.

.べ
労
働
ヵ.ど
..す
る
59
物
篆
^
中
心
..知

す:^
藤

エ

業
.|
!
中
小
企
業->
:

ノ
..こ
め「

よ
う
な
. 

中

忠

篆

め

巍

存.基

篇

な

賞

働

ガ.の
存
在
を
基
盤
と
し
へ
つ
：
つ
、
，：下
請
化
砮
お
ン 

.
し
す
す
办
る
重
エ
渫”大
炎
業
ぢ
の
関
係
、
：
淹

れ

は

麗

に

凌

た

齋

別

組

合

' 

の

産

顏

紙

合

べ

の.発
展
柘
よ
び
蓄
成
の
過
程
で
も
あ
っ
た
ー
。

(

こ
の
.点
：の
猶 

：

写
は
実
に
す
ば
ら
し
ぃ
。
'そ
し
て
最
後
に'、
:'
-
-
1
:
本
書
の
犄
微
は
、
ー
著
者
が
、シ
ェ

: 

フ
-ィ—

ル
.ド

の

靈

衛

生

と

こ

れ

に

関

係

か
I

地
に
実
に
熱
烈
な
関

。
心

を

示

しV
;

い
る
こ
•
と
.で

あ
る
。
：

ま

ず

産

業

革

命

の

シH

フ

ィ
I

ル

ド

の

産

業

お

ょ

び

労

働

渚

に

及

ぼ

し

た

影 

:
:

響

で

：あ
：ふ

が

，
：産

*

^

と
れ5;
社

会

的

経

済

的

大

麗

は

、

-
般

に

十

九

世 

:)

紀

前

考
'.
.

; i

ぐ
^

:
 

j
;

八

西

八

年
'の

革

命

以

前

に

完

了

を

み

だ

と

い

ぅ

の

：が

逋

説 

と
な
っ
て
い
る
が
、
著
者
ボ
ラ
ー
ル
ド
は
、
む
し
ろ
シ
ヱ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け

:
.
.る

産

肇

命

の

起

奮
1
1
八

五
0 ;

年
代
に
求
め
て
ー
い
る
こ
：と
は
深
く
味
わ
ぅ
べ 

き
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
十
八
世
紀
の
終
末
に
は
じ 

.

ま
っ
た
産
業
革
命
：は
、

マ
ン
.
チ
.

^
ス
タ
ー
周
辺
の
：ラ
ン
..力

シ

ー

ア

地

方

の

娥

響 

業

を

中

心

と

し.て

1-
;

た
.が

、.
金

属

エ

業
© '

中

心

地

シ
-

フ
：ィ
|

(

ル
.ド

で

は

、
産 

■

業

革

命

：の1

一
般
的
な
諸
特
徴
と
思
わ•れ

る

現

象

、

た

と

え

ば

、
簾

制

大

工

業
 

•■
;
:の
成
立
、.
人

ロ

：の
：増

大

、
衛

生

状

態

お

ょ

び

住

宅

条

件

の

蔽

化

、
急

速

な

馨
 

分
f

ど
の
現
象
が
、

一
八
五
0
素

に

な

：-?
て
、
も
っ
と
も
一
般
㈤

に
あ
ら 

わ

4
:た
.：か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
气
'

わ
.れ
わ
：れ
.は
、
.産

業

繁

4
い
ぅ
言
葉
に 

:

ょ

づ

ゴ
.む

じ

ろ

：
.
ー
；/\
'

珀

.0
'

秦

ま

や

に

、.
勢

1|
^

土

汾

齡

_

&

や

技

術

の

面 

..
? '

1.餘
が
_

的

か

変
|

1を
蒙
^

か

如

か

齡̂

^

ぉ

か

い

か

と

か

か6
、

0 '

私6

把

参

済

史

学

眷

4
、

0
^
.

.昏

撕

か

4
か
6

分
析
^'
争

:
.
.い

ま

ひ
^

つ
，
の
理
由
と
，し
て.、
著

者
#

ラ
.丨
ル
ド
は
、

シ
ギ
フ
ィ
ー
ル
ド
と 

■:

い
：ぅ
雇
業
都
市
の
：歴
史
に.つ
い
て
、：

刃
物
業
を
中
心
と
す
る
.軽

工

業

か

ら

、

機 

.
:

_

i
属

工

業

：ベ
ー
の
：
発

展

変

貌

を

追

究

'し
な
が
ら
、
1
シ
エ
フ
ィ
I

ル
ド
と
い
ぅ
一 

■

都

市

ゆ

個

別

性

ム

特

殊

性

の'認

識

を

強

調

す

る

：あ

ま

り

、

ィ

ギ

リ

ス

資

本

主

義 

の
.帝

国

主

義

へ

の

猿

行

、

つ

ま

り

産

震

本

の

段

階

か

ら

金

融

資

本

の

段

階

と

い

备

握

が

充

分
.で

な

い

た

め

、
：時

代

区

分

の

点

な

ど

で

必

ず

：

1>
% ;
|

的

で「 

:

あ
る
；と

は

遇

わ

れ

な

い

。こ
の
点

は

、
線

永

氏

の

評

価

と% :

ぼ
ぼ
：

4

致

し

てい
：： 

へ
る
0
う
ぎ
疙
、
著

者
の
シ
ェ
フ

,

ル
ド
の
労
働
者
階
級
办
状
態
に
か
ん
ず
る 

お
、ど
.ろぐべき的な把掲で

.あ

る

が

、.'
'
刺
甩
し 
>

る

あ
h

ゆ
る
史
铎
釔
縦

. '

. 

横

ぢ

駆

使

し

て

、

刃.

業
中
心
の
：軽
3:
業

か

ら
'-
'
製
鉄
^

機
械
産
業

お
ょ
び 

菸

器

産

業

な

ど

が

重

H

業
へ
一
：.

^

^

^
、〈

■

^

て

觀

む

描

い

て

お

ぇ

し

大

：，
 

恐

慌

、.
.不

景

気

そ
1>
-

で
.軟

學

と
1>
,
，
± .

九

世

紀

末

扒
6 :

今
^

1̂
初

頭

. ^

が
け
て 

の
.労

働

者

階

級
.
.か

生

活

条

件
..の
.変

化

を

明

ら
.か
：.に
...し

.て
い
る
が
、
*:
と
.
-:
<
.
:に
，：'ー'.
八

..
 

九
^

^

に

择

け

る̂

^

主

義

办

暴〜

従

导

熟

練

を

莲

礎

と

す

る

軽.

'
エ

業

部

門

ょ

り

も

、
，
機

械

に

ょ

る

大

量

生

産

を

道

と

す

る

重

エ

業

部

門

：の

圧

埤 

的

な

重

要

性

に

と

も

な

い

、
：
共

済

的

も1>
く

は

労

働

カ

制

限

機

関

と

し

：て
の
シ 

ェ
：フ
ィ
I

ル
.
ド

の

地
-

^

^

側

組

合

：

(
t
r
a
d
e
.
s
o
c
i
e
t
y
)
：
..

の

議

A
1 、

そ
'
. 

れ

に

か

わ

る

合

同(
A

m
a

l
g

a
m

a
t

i
o

n
)

お
'ょ
*ひ

連

合(
F
e
d
e
r
a
t
i
o
n
)
，

を 

義

と

す

.る

産

業

別

組

合

ベ

の

志

向

な

ど

の

描

寧

は

、
従

来

の

運

動

史

に

み

ら

' 

れ

な

い

分

析

の.鐵

さ

を

；示

.1
,
.
.
.
.
て
..ぐ
^

る
0 

-

.

.

.

最

後

に
.:
>

本

書

:0
非

常

に

オ
<

れ

，
て

い

る

：
と

思

わ

れ

る

误

は

、

：：

た

ん

な

■る

穷

：
： 

I

動

:.
^

E

は
_

く
|

者

源

戮

の
|

@

|

^

で

务
り
、
ハ
労
儆
者1

を

も
. 

含

め

て

シH

 

?

ィ
_

哆

げ

め

遍

霞

級

の

生

活

が

、
微
に
入
り
細
に
わ
た
っ
.て

：
■'
■ 

探
求
さ
れ
、
そ
の
生
活
^

度
紅
- >
‘

だ

貨

金

と

.
か

労

働

時

間

と

か

の

労

働

間

題
 

ー

般

に

解

消

し

て

し

ま

ぅ

の

で

は

な

く

、
へ
上
水
道
、

(

：下

水

問

題

、
住

宅

、
：
公

園 

な

ど

な
^

の
：環

境

衛

坐

な

ど

に.た
い
.
す

る

当

時

の

街

民

の

努

力.を
、
労

働

者̂
 

級
の
生
活
康
の
間
題
と
結
び
っ
け
て
論
じ
ず
ぃ
る
の
は
、.
ま)

J

と
^
.

車
.見
で
::
.
.
, 

.

:
バ
.
.書
>

:-
'

.

;

:

#

.
''
:
.

■.あ
る
：と

い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
r

 

.■■
:

.

'

あ

ま

り

に
. %
克
明
な
研
究
で
あ
り
、
.馨
の
読
後
感
と
し
て
は
以
上
簡
単
に 

:.
ふ
れ
た
と
ど
ろ
で
あ
る
が
い
わ
れ
お
れ
は
や
は
り
日
本
人
と
し
て
、

こ
う
..し
た

:

研

究

が
.わ
.れ

わ

れ

に

訓

克

る

名-
>
ろ
：は
、.
労

働

問

題

に

た

い

す

る

.接

近

の

仕

方 

:
'の
点
：で
、'-
'

た

と

え

ば

、
免

働

組

合

：の

組

織

の

問

題

、

の
地
域
性
、

大

企

業 

，と

中

小

企

業

の

茅

貭

な

ど^ -

た

ん

^

ネ

ギ

リ

ス

の

あ

る

特

殊

都

市

の

間

題

と

い
 

.

'.
?

の
ヤ
は
な
4

; ^

外

わ

れ

ー

わ

れ
^

^

ん
で
い
：る

地

方

、
：
f e

る
：い
.は
都
市
な
ど 

.
の

研

究

と

決

し

で

無

縁

で

は

あ

り

え

な

い

こ

と
^

感

じ
.な
_い
わ
げ
に
は
ゆ
か
な 

い
-'
p

と
同
勝
：に
、
'
わ

お
:<
;

し

は

海

を

読

み

終

？

て

、

何

ょ

り

.%
日

本

の

社

会
 

■,
-

_

史

学

が

、..-
今

少

し

現

実

的

な

問

題

意

識

の

，
！

4
に

立

：
づ
‘
て
>

|

者

階

敏

の 

.

.

歴

史

に

関

心

を

払

う

ベぎ
.で』

る

と
考
え
た
の
で
あ
る
が
.、

こ

れ

は

の

偏

：

見
だ
ろ
う
が。
.

.

-
.:
■

:

.

.

.

:
 

-

..

....

 \
1
J

.
.

.
p

o
l

l
a

r
d

N
i

n
e

t
e

e
n

t
l

l
o

e
n

t
u

r
y

.
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o
o
-
o
p
e
r
a
t
l
o
a
,
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f
r
o
e
o
o
m
i
Q
n
m
^
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'
B
u
s
i
n
g
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.
■

t
o
'
-
.
s
h
o
p
k
s
d
i
n
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〈
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L
a
b
o
u
r

w
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t
o
x
y
, 

i
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m
e
m
o
r
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Q
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w
. Cole, 

e
d
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t
e
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s
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 B
r
i
i
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n
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a
v
i
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w
d
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し

1ー.ー
田
学
会
雜
認
、
；
ー
九
：六
0
年

.
}o;
、

1''
:
—-
.月
合
#'
号
、
拙

稿(

#'
8
参

'.

，照
。
'
'-
:':

:
:
/■
:

:
.:
•
.■
'.

.

■
..

1. 

. 

■
*
 

■ 

■. 

, 

(

2)

ブ
リ
ッ
グ
ス
の
書
評
は、w

c
o
n
o
m
i
c

 

Journal, 

M
a
H
c
h
,

 

1961.

.
 

'
徳
永
童

泉
氏
：ゃ
書
評
はS
T
経
済
志
林1-
-
'ち

|

九
巻
第
' 

1 ,

弩

(

三
六
年
—,
月)

一

所
.収
。

.

■
.

(

：3)

，
：多

の

；点

：につ
.い
て
3
ー5'
学
会
：雜
誌

第

五.
四
卷
第
：<

号

；

(

.ヨ
六
年
八
月

.
九
九
-
:

C

八

-

H
)

へ



,:
-
:音)

.ー̂

叹
’

拙

稿

，
へ

「

孓

ぞ

ダ

ズ'産

業

革

命

；
史

：
研

：究

^

つ
；
い̂

. ©
.覚
ぇ
#

^

を

： 

参
照
さ
れ
た
い
。 

——

一
九
六 

一
•

七
.

r

六
^

"

ジ

ョ

ン

•
ウ
ェ
イ
ス
著 

一；

『

每

;1
/

^(

ス
::
'
.
を
 

(
J
o
h
n

 

W
e
i
s
s
;

 

M
o
s
e
s

 

Hess, 

U
t
o
p
i
a
n

 

social

丨 

1st 

Detroit, ; W
a
y
n
e

 
S
E
e

 

University 

Press, 

1
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6
o
,
p
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7
7
0

へ
：
：
.
.
.
野

：パ.
〉

,

，
.
v
g
t
-

ff
>
:
' 

"

若
き
マ
ル
ク
ス
の
研
统
が
盛
ん
に
な
？
亡
こ
と
と
関
連
し
て
、

モ

I
ゼ

ス
*

へ
ス
も
洱
び
愉
尉
の
対
象
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
や
エ

ン
ゲ

.
ル

ス

は

、：
 

へ
.ス
や
グ
リ

.ユ
V
の
真
正
社
会
主'義
を
批
判
す
る....

こ
'
_と.
.に
ょ
っ

.て
、
- '
_
分
た
ち

.

の

中

の

靈

論

的

讓

を

馨1 >
-、
科
学

|

会
主
義
を
形
成
じ
て
：い

？
た
© .

で
.あ
る
？
-:
：

..
V
.
.
- 

;

'

'

'•
-■;
...
.

へ
ス
と
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
関
係
は
浅
く
は
な
い
。

一
八
四
ニ

：' 

年
、

マ
ル
；ク
ス
に.：ラ
ィ

'ン
.新
聞
の
編
集
局
べ
参
加
す

る

こ

.
と

をす
す
め
た
；の
.は 

へ
：ス
で
ぁ
る
。
同
年
、
キ
ン
ゲ

^
ス

"に
、
：’た
ー
ゲ
ル
左
派
は
論
理
的
に
共
産
主

：

…  

義
に
向
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ

'と
を
教
え
た
の
も
へ
：ス
で
あ
る

''
0
工X

ゲ
ル
■

一'伝
響
グ
ス
欽
ア
ー
卜
マ
イ
ヤ
ー
味
そ
れ
を
認
め
セ
い
る
？
寅
に
、

Pレ
シ
ッ
， 

フ
ォ
ン
，
•
.
シ
ユ
タ
イ
ン
と
共
に
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
の
ド
イ
ッ
へ
の
最
初
の 

紹
介
者
た
る
栄
を
も
つ
へ
ス
は
、

——

ハ
ス
.•の
研
究
家
ッ
口
シ
ス
テ
ナ
に
よ
る 

と—

㈣
ほ
に
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
も
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
へ
の
案
内

' 

.者
だ
.っ
た
と
い
わ
れ
る
。
パ
.

:
,
&l;
:
v 

> F 

Tル
>
x
f
_

」

<
M
.
B

•

L
研
究
所
編
、

岡
崎‘ー
渡
辺
訊
、

,
i
';
■:»
_書
店
、
：-̂
ん
貢)

「

も
ま
"た
> 

■
こ
:̂
を
一
裏
打
ち
す
：る

±-
-ぅ
に
、

一
八 

パ

.

..-

.';
'
'
.
'
©

ー
：
ー
年
が
十
月

〜

カ

1ー
 
月
頃
、

マ
ル.ク
ス

は̂
じ
"め
て
■フ
ラ
ン
ス
.社
会 

.
主
義
文
献
に
接
し
た
、

と
あ
る
。
だ
が
，、
.
本
格
的
な
研
究
は
そ
の
頃
か 

ら
と
し
て
も
、
.
最
近
の
研
究
で
は
マ
ル
.
ク
ス
と
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
と 

の
接
触
が
、
も
っ
と
遡
ら
^
る
こ
と
'が
あ
る
。
:だ
が
こ
の
点
に
関
し
て

.へ
::
'
ブ

へ
ス
は
ま
た
、

一
時
マ
ル
ク
ス
、H

ン
ゲ
ル
ス
：の
協
働
者
で
も
あ
？
た
。
.
フ 

.ラ
ン
ス
社
童
義
叹
紹
介
者
た
ー
る
実
を
示
す
か

.の

.よ
ぅ
に
、
人
ス
は
ーA
四
萆 

年
に
、
■マ
ル
ク
ス
：

.

エ
.
.
.
ン
ゲ
ル
_ス
と
と
.も
.に
-1
十
八
.世
«
以
降
の
，.フ
.ラ
ン
.
.
ス
.と
. 

イ

ギ

リ

ス

：
に

叙

け

る

：

^
主
義
と
共
産
主
義
の
歴
史

」

と
い
ぅ
翻
釈
シ
リ
ー
ズ 

マ
を
計
爾1,
:て
い
る
。
1,
-か
：も
、
：i

の

著

者

ケ

エ

イ

ス

に

よ

る

と

、

意

:^
に

知 

:ら
れ
で
い
な
い
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
：事
実
が
あ
：る
。

：

そ
れ
は
、

ヘ
ス 

'が
、
' ド
イ

ッ
.イ
デ
オ
13
ギ

~
:の
--
-部
分
を
«
い「

て
い
...
る
、.
.と-い
ぅ
こ
と
だ
。 

し
か
も
、
彼
自
身
、
そ.の
代
表
者
め
一
一
入
で

.あ
，っ
.た
真
正
社
会
主
義
を
批
判
し 

て
い
る
部
分
で
あ
る
。-O
'
. 45 〕

(

p
.
'
7
2
, 

n

i

:•
;

だ
が
、
他
方
、
；

「
共
産
党
宣
言

」

に
お
け
る「

ド
イ
ツ
社
会
主
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